
街角やきものセレクション「高麗茶碗」 

学芸員のちょこっと解説 

中世の堺には、交易により様々な国や地域から多様なモノや人、情

報が集まっていました。堺環濠都市遺跡の発掘調査では、中国や朝鮮

半島、東南アジアなどで作られた陶磁器が数多く出土しています。 

16 世紀のある時、朝鮮半島で食器や祭器として用いられている碗形

の器を目にした人がいました。 

「お、これは茶道具として使うのにうってつけだ！」 

こう言ったかは分かりませんが、やがて、その器は日本で茶を飲む

ための器として使われるようになりました。 

当時、朝鮮王朝（1392～1910）で作られた品物を「高麗
こうらい

」と呼んで

いました。高麗茶碗は、朝鮮半島で食器や祭器として作られたものを

日本で茶道具として使ったものです。このように、本来の使い方とは

異なる使い方をするものを茶の湯では「見立て」といいます。 

のちに、高麗茶碗は「見立て」として取り入れたものだけでなく、

日本で形や意匠を注文して生産されたものも登場しました。 

 

 

 

 

高麗茶碗には様々な形や文様があり、「井戸」、

「斗々屋
と と や

」、「刷毛目」、「彫
ほり

三島
み し ま

」などの名称が

茶人によりつけられました。 

 



高麗茶碗には無文のもののほか、文様を彫り込んだものもありま

す。左は見立てで使用した白磁の高麗茶碗、右は注文により作られた

「彫三島」とよぶ高麗茶碗です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

また、高麗茶碗の中には、千利休が価値を見出したと伝えられる

「斗々屋
と と や

茶碗」のようなエピソードもあることから、茶の湯を大成し

た千利休が生まれた堺で高麗茶碗が多く出土することは、茶の湯文化

との関わりを示す資料として注目されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※諸説あります 

参考：彫三島 

（SKT232 出土、 

 堺区市之町西二丁） 

白磁 

（SKT929 出土、 

堺区車之町西一丁） 



【展示中の資料】 

 

 

 

 

 

 

 

高麗茶碗（井戸に似た白磁） 

SKT809（堺区甲斐町西二丁） 

 

高麗茶碗（斗々屋） 

SKT47（堺区甲斐町西二丁） 

高麗茶碗（刷毛目） 

SKT809（堺区甲斐町西二丁） 

 
 

高麗茶碗（白磁） 

SKT929（堺区車之町西一丁） 


